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平成23年第1回臨時会

笠間市議会の新体制がスタート

平成23年第1回笠間市議会臨時会会期日程

　昨年 12月 12日に笠間市議会議員一般選挙が行われ、24名が笠間市議会議員に当選し
ました。
　年が明けた1月5日に平成23年第1回笠間市議会臨時会が開催され、正副議長をはじめ、
各常任委員会委員、議会運営委員会委員、一部事務組合議会議員などが選出され、笠間市
議会の新体制がスタートしました。
　本号では、１ページから７ページにかけて市議会の新体制についてお知らせいたします。

　また、８ページ
からは、昨年１１
月に行われた平成
２２年第４回定例
会について掲載し
ています。

月　日 曜日 議　　　　　　　　　　　　事 傍聴者数

1月 5日 水

開会

仮議席の指定	 	 	 	

議長選挙

議席の指定

会議録署名議員の指名

会期の決定

副議長選挙

常任委員会委員

議会運営委員会委員の選任

議会だより編集委員会委員の選任

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員補欠選挙

各一部事務組合議会議員選挙

笠間市農業委員会委員の推薦

議案上程、説明、質疑、討論、採決

閉会

3人

新体制で開催された第 1回臨時会（1月 5日）
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平成23年第1回臨時会

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
議
会
活
動
並
び
に
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
去
る
１
月
５
日
開
催
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
第
４
代
の
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
ま
も
な
く
合
併
６
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
間
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
や
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
鋭
意
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
、
市
の
玄
関
口
で
あ
る
友
部
駅
の
整
備
が
完

了
し
、
橋
上
化
に
よ
る
岩
間
駅
の
整
備
も
平
成
23
年
度
に
完
了
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
合
併
に
よ
り
拡
大
さ
れ
た
市
域
を
結
ぶ
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
る
な

ど
新
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。　

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
市
政
に
対
す
る
ご
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
、

行
政
へ
の
積
極
的
な
提
言
及
び
行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
議
会
の
活
性
化
に
向
け
ま
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長
　
海
老
澤
　
勝

議
　
長
　
柴
沼
　
広

正副議長あいさつ
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常任委員会の紹介

委
員
長

副
委
員
長

蛯
えびさわ

澤　幸
こういち

一

上
うえ の

野　　登
のぼる

委　

員

畑
はたおか

岡　洋
ようじ

二横
よこくら

倉　きん

藤
ふじえだ

枝　　浩
ひろし

柴
しばぬま

沼　　広
ひろし

市
の
財
政
に
関
す
る
こ
と
や
、
市
税
、
総
合
計
画
、
情
報

政
策
等
に
関
す
る
こ
と
を
、
審
査
、
調
査
し
ま
す
。

総 務 委 員 会

委
員
長

副
委
員
長

石
いしまつ

松　俊
としお

雄

小
こいそ

磯　節
せつこ

子

委　

員

石
いしだ

田　安
やすお

夫萩
はぎわら

原　瑞
みずこ

子

鈴
すず き

木　貞
さだお

夫中
なかざわ

澤　　猛
たけし

学
校
、
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と
や
、
市
民
活
動
、
環
境

衛
生
等
に
関
す
る
こ
と
を
、
審
査
、
調
査
し
ま
す
。

文教厚生委員会
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常任委員会の紹介

委
員
長

副
委
員
長

野
のぐち

口　　圓
ゆたか

飯
いい だ

田　正
まさのり

憲

委　

員

橋
はしもと

本　良
りょういち

一海
え び さ わ

老澤　勝
まさる

鹿
か し む ら

志村清
せいいち

一町
まち た

田　征
ゆきひさ

久

商
工
業
、
農
林
業
、
畜
産
業
、
農
地
等
に
関
す
る
こ
と
を

審
査
、
調
査
し
ま
す
。

産業経済委員会

委
員
長

副
委
員
長

西
にしやま

山　　猛
たけし

鈴
すず き

木　裕
ひろし

士

委　

員

大
おおぜき

関　久
ひさよし

義小
お そ の え

薗江一
かずみ

三

市
いちむら

村　博
ひろゆき

之石
いしざき

﨑　勝
しょうぞう

三

道
路
、
河
川
に
関
す
る
こ
と
や
、
都
市
計
画
、
都
市
施
設
、

上
下
水
道
等
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
、
調
査
し
ま
す
。

土木建設委員会
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各種委員会等の構成

議会運営委員会
委 員 長 藤 枝　　　 浩

副 委 員 長 石 松　 俊 雄

委 員 飯 田　 正 憲

委 員 野 口　　　 圓

委 員 鈴 木　 貞 夫

委 員 西 山　　　 猛

委 員 上 野　　　 登

委 員 大 関　 久 義

笠間地方広域事務組合議会（斎場）
議 員 橋 本　 良 一

議 員 小 磯　 節 子

議 員 飯 田　 正 憲

議 員 蛯 澤　 幸 一

議 員 野 口　　　 圓

議 員 横 倉　 き ん
関係市町：笠間市，水戸市，城里町

茨城地方広域環境事務組合議会（し尿処理）
議 員 鈴 木　 裕 士

議 員 萩 原　 瑞 子

議 員 大 関　 久 義

議 員 石 﨑　 勝 三
関係市町：�水戸市，茨城町，小美玉市，笠間市

笠間・水戸環境組合議会（ごみ処理）
議 員 西 山　　　 猛

議 員 石 松　 俊 雄

議 員 上 野　　　 登

議 員 町 田　 征 久
関係市：笠間市，水戸市

筑北環境衛生組合議会（し尿処理）
議 員 石 田　　 安 夫

議 員 蛯 澤　　 幸 一

議 員 鈴 木　　 貞 夫

議 員 小 薗 江 一 三
関係市：�桜川市，笠間市

茨城県後期高齢者医療広域連合議会
議 員 萩 原　 瑞 子

笠間市監査委員
中 澤 　 　 猛

水戸地方広域市町村圏事務組合議会（ひぬま荘）
議 員 鹿 志 村 清 一

議 員 鈴 木　 裕 士
関係市町村：�水戸市，笠間市，ひたちなか市，

那珂市，茨城町，大洗町，城里町，
東海村

議会だより編集委員会
委 員 長 鈴 木　 貞 夫

副 委 員 長 橋 本　 良 一

委 員 畑 岡　 洋 二

委 員 鹿 志 村 清 一

委 員 野 口　　　 圓

委 員 大 関　 久 義

各種委員会等の構成
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各種委員会等の構成

都市計画審議会
委 員 飯 田　 正 憲

委 員 蛯 澤　 幸 一

委 員 鈴 木　 貞 夫

委 員 市 村　 博 之

下水道審議会
委 員 野 口　　　 圓

委 員 鈴 木　 裕 士

委 員 鈴 木　 貞 夫

男女共同参画審議会
委 員 萩 原　 瑞 子

防災会議
委 員 柴 沼　　 広

地域公共交通会議
委 員 柴 沼　　　 広

行政改革推進委員会
委 員 西 山　　　 猛

高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員会
委 員 鈴 木　 貞 夫 スポーツ振興審議会

委 員 石 田　 安 夫

水道運営審議会
委 員 飯 田　 正 憲

委 員 蛯 澤　 幸 一

環境審議会
委 員 小 磯　 節 子

委 員 萩 原　 瑞 子

市立小中学校学区審議会
委 員 柴 沼　　　 広

委 員 中 澤　　　 猛

（財）笠間市開発公社
理 事 石 田　 安 夫

理 事 蛯 澤　 幸 一

監 事 畑 岡　 洋 二

評 議 員 鈴 木　 貞 夫

評 議 員 萩 原　 瑞 子

国民健康保険運営協議会
委 員 小 磯　　 節 子

委 員 鹿 志 村 清 一

委 員 鈴 木　 裕 士

委 員 横 倉　 き ん

民生委員推薦会
委 員 柴 沼　　　 広

委 員 石 松　 俊 雄

笠間市社会福祉協議会
理 事 石 松　 俊 雄

評 議 員 萩 原　 瑞 子

農政推進協議会
委 員 町 田　 征 久

農業振興地域整備促進協議会
委 員 橋 本　 良 一

農産品ブランド化推進協議会
委 員 鹿 志 村 清 一

次世代育成支援対策地域協議会
委 員 石 松　 俊 雄

資料館運営委員会
委 員 石 田　 安 夫

水田農業推進協議会
会 員 海 老 澤　　 勝
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平成22年第4回定例会

平成 22 年度補正予算など

全議案を原案の通り可決

平成22年第4回定例会会期日程

　平成 22年第 4回笠間市議会定例会が、11月 1日から 15日までの 15日間の会期で開
催されました。
　初日の 11月 1日は、会期の決定、提出議案の説明と議案の一部についての採決が行わ
れました。
　4日は、議案に対する質疑を行い、所管の常任委員会に議案を
付託しました。
　8日、9日は常任委員会を開催し、それぞれ付託された議案の
審査を行いました。
　11 日、12 日は、7人の議員が一般質問を行い、15 日は、各
委員長から議案の審査結果報告を受け、採決を行いました。　
　その後、追加議案の審議を行い、全日程を終了し閉会しました。

月　日 曜日 議　　　　　　　　　　　　事 傍聴者数

① 11月 1日 月

開会

会期の決定	 	 	 	

議案上程・提案理由の説明

質疑・討論・採決　(議案の一部）

② 2日 火 議案調査

③ 3日 水

④ 4日 木 議案質疑・委員会付託

⑤ 5日 金 議事整理

⑥ 6日 土

⑦ 7日 日

⑧ 8日 月 常任委員会（総務・土木建設）

⑨ 9日 火 常任委員会（文教厚生・産業経済）

⑩ 10日 水 議事整理

⑪ 11日 木 一般質問 17人

⑫ 12日 金 一般質問 13人

⑬ 13日 土

⑭ 14日 日

⑮ 15日 月

各委員会委員長報告

質疑・討論・採決　(議案の一部）

閉会

3人
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第4回定例会　提出議案等の審議結果

議案番号等 議　案　名　等 審議結果

請　　 願
第 21－ 1号 「気候保護法（仮称）」の制定を求める請願書 不採択

陳　　　 情
第 22－ 2号 「自主共済制度の保険業法適用除外」実現を求める陳情 採択

諮問第 4号 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 原案同意

諮問第 5号 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 原案同意

諮問第 6号 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 原案同意

諮問第 7号 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 原案同意

報 告 第 9 号 専決処分の承認を求めることについて　（平成 22年度笠間市一般会計補正予算（第 3号） 原案承認

委員会提出
議案第 6 号 笠間市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決

委員会提出
議案第 7 号 笠間市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第73号 笠間市の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例について 原案可決

議案第74号 笠間市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第75号 笠間市職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第76号 笠間市職員の勤務時間，休暇等に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第77号 笠間市母子寡婦福祉会に対する自立援護一時資金貸付けに関する条例を廃止する条例について 原案可決

議案第78号 笠間市特定用途制限地域における建築物の制限に関する条例について 原案可決

議案第79号 笠間市火災予防条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第80号 水戸地方広域市町村圏協議会の廃止について 原案可決

議案第81号 字の区域の変更について（小原地区・土地改良関連） 原案可決

議案第82号 指定管理者の指定について（笠間市いこいの家「はなさか」） 原案可決

議案第83号 指定管理者の指定について（笠間クラインガルテン） 原案可決

議案第84号 指定管理者の指定について（北山公園） 原案可決

議案第85号 平成 22年度笠間市一般会計補正予算 (第 4号） 原案可決

議案第86号 平成 22年度笠間市介護保険特別会計補正予算（第 2号） 原案可決

議案第87号 平成 22年度笠間市公共下水道事業特別会計補正予算 (第 3号） 原案可決

議案第88号 平成 22年度笠間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 3号） 原案可決

議案第89号 平成 22年度笠間市岩間駅東土地区画整理事業特別会計補正予算 (第 1号） 原案可決

議案第90号 平成 22年度笠間市水道事業会計補正予算 (第 3号） 原案可決

議案第91号 笠間市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

委員会提出
議案第 8 号 保険業法の制度と運用を見直し，自主共済制度の保険業法適用除外を求める意見書について 原案可決

★

★

★

★

★

★

★

★ 11/1 議決，その他 11/15 議決
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議案の中からピックアップ

　今期定例会では、条例や補正予算など 27 件の議案を審議しました。そ
の中から「議案第 85 号平成 22 年度笠間市一般会計補正予算（第 4 号）
について審査の経過と結果を紹介します。

議案第 85 号　平成 22 年度笠間市一般会計補正予算（第 4 号）

常任委員会での審査

款 補正額
総 務 費 4,555
消 防 費 2,080
公 債 費 ▲ 98,000
諸 支 出 金 11,080
民 生 費 99,572
衛 生 費 9,255
教 育 費 2,585
農林水産業費 3,869
商 工 費 641
土 木 費 ▲ 97,337
合 計 ▲ 61,700

（単位：千円）

■日　　時				  
平成 22 年 11 月 8 日（月）午前 10 時から	
■審査対象				  
　秘書課、企画政策課、総務課、笠間支所
地域総務課、財政課、管財課、税務課、納
税課所管の一般会計補正予算について審査
を行いました。
■主な質疑				  
　審査の過程では、北山公園入り口付近の
市有地の植栽の伐採について、伐採した枝
等の処分方法や予算の積算方法などについ
て議論が交わされました。		
■採　　決
　全員賛成により可決しました。

総 務 委 員 会

■日　　時				  
平成 22 年 11 月 9 日（火）午前 10 時から	
■審査対象				  
　学務課、給食センター、生涯学習課、公
民館、図書館、スポーツ振興課、環境保全
課、社会福祉課、子ども福祉課、保険年金課、
健康増進課所管の一般会計補正予算につい
て審査を行いました。
■主な質疑				  
　審査の過程では、小中学校通学区審議会
の内容、指定文化財管理費補助金減額の経
緯、生活保費の増加に対する市としての対
応、児童クラブの民間委託の問題点などに
ついて議論が交わされました。
■採　　決
　賛成多数により可決しました。

文教厚生委員会

総務委員会

文 教 厚 生
委 員 会

産 業 経 済
委 員 会

土 木 建 設
委 員 会

■補正予算の主な内容と付託委員会

緊急雇用対策関連経費費、選挙経費、消防施
設修繕費、起債の元利償還金など

総 務 費・ 消 防 費
公債費・諸支出金

幹線道路整備費、岩間駅周辺整備事業費、市
営住宅の修繕料など

生活保護給付費、児童館設計費、医薬材料費、予
防接種費、学校施設整備費、学校備品購入費など

農業集落排水事業特別会計繰出金、公園の維
持管理経費など

民 生 費・ 衛 生 費
教 育 費

農 林 水 産 業 費
商 工 費

土 木 費

補正予算の概要

補正前の額
27,974,935千円

補正額
▲61,700千円

補正後の額
27,913,235千円
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　11月 15日の本会議で、各常任委員会から審査結果の報告を受け、議案第 85号平成 22年度笠間市一般会
計補正予算（第 4号）は、賛成多数により可決されました。	 	 	 	 	 	 	

議案の中からピックアップ

■日　　時	 	 	 	
平成 22年 11月 9日（火）午前 10時から	
■審査対象	 	 	 	
　商工観光課、農政課、農村整備課所管の
一般会計補正予算について審査を行いまし
た。
■主な質疑	 	 	 	
　審査の過程では、岩間の夏祭り補助金の
来年度の見通し、北山公園の植栽管理、愛
宕山の植栽管理、農業集落排水事業特別会
計繰出金の使途などについて議論が交わさ
れました。
■採　　決
　全員賛成により可決しました。

産業経済委員会

■日　　時	 	 	 	
平成 22年 11月 8日（月）午前 10時から	
■審査対象	 	 	 	
　都市建設課、道路整備課、笠間支所道路
整備課、岩間支所道路整備課、都市計画課
所管の一般会計補正予算について審査を行
いました。
■主な質疑	 	 	 	
　審査の過程では、国道や高速道路整備の
期成同盟会等への負担金が減額になる理由、
笠間稲荷門前通り整備計画策定委託料の内
容などについて議論が交わされました。
■採　　決
　全員賛成により可決しました。

土木建設委員会

■採決

意 見 書 を 提 出
  11 月 15 日、陳情第 22 ー 2号「自主共済制度の保険業法適用除外」実現を求める陳情を採択し、下記の
意見書を関係機関に送付しました。

　　　　保険業法の制度と運用を見直し，自主共済制度の保険業法適用除外を求める意見書

　第162 通常国会で成立し，平成18 年 4月に施行された「保険業法の一部を改正する法律」（以後，保険業法）によって，
知的障がい者，商工自営業者，医師・歯科医師などの団体が，その目的の一つとして構成員のため自主的にかつ健全
に運営してきた共済制度（以後，自主共済制度）が存続の危機に追い込まれている。
　保険業法改正の趣旨は，「共済」の名を利用して，不特定多数の消費者に保険商品を販売し，消費者被害をもたらし
た実態が不明確な共済，いわゆる「ニセ共済」を規制することが目的であったが，現実には健全な自主共済まで同列
にみなして一律に規制する形となり，結果，制度の廃止や大幅な制度変更を迫られている。
　共済は団体の目的と構成員の相互扶助を図るためにつくられてきており，団体がその構成員の「助け合い」を目的に，
自主的に，そして健全に運営されてきた自主共済は「利益」を上げる保険業とは異なる。自主共済を強制的に相互会
社や株式会社にしなければ運営できないようにするなど，「儲け」を追及する保険会社と同列に，一律に様々な規制と
負担を押し付けるようなことになれば，多数の自主共済が存続不可能となり，「契約者保護」「消費者保護」を目的とし
た改正保険業法の趣旨にも反することになる。
　そもそも自主共済への規制を議論した金融審議会でも「構成員が真に限定されているものについては，特定の者を
相手方とする共済として，従来どおり，その運営を構成員の自治に委ねることで足り，規制の対象外とするべきである」（平
成 16 年 12 月 14 日・金融分科会第二部会）としていた。また，166 通常国会でも，与野党国会議員から自主共済の
継続を保証する必要が主張され，当時の山本金融大臣も「客観的基準についての具体案が示されれば大臣自ら研究する」
旨の答弁がなされている。
　日本社会に深く根付いた「仲間同士が助け合う」という活動を奨励することがあっても，法律で規制したり，「儲け」
を追及する「会社」にしなければ「仲間同士の助け合い」が出来ないようにすることなどあってはならないことである。
　以上の点から本議会は政府に対し，団体が目的の一つとして構成員のために自主的かつ健全に運営されている共済
制度を，保険業法の適用から除外することを求める。
　以上，地方自治法第 99 条の規定により，意見書を提出する。

　　　平成２２年１１月１５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠間市議会議長　市村　博之
（意見書提出先）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、内閣府特命担当大臣（金融担当）
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問　

①
合
併
支
援
道
路
の

整
備
状
況
と
本
来
の
目
的

に
つ
い
て
伺
う
。
②
観
光

行
政
の
予
算
配
分
に
つ
い

て
、
そ
の
額
と
執
行
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。
③
市

内
人
口
の
推
移
を
自
然
動

態
、
社
会
動
態
別
に
伺
う
。

ま
た
３
地
区
別
の
状
況

は
。

答
　
都
市
建
設
部
長

　

①
合
併
市
町
村
の
一
体

性
の
確
立
や
均
衡
あ
る
発

展
に
必
要
な
幹
線
道
路
で

あ
る
。
進
捗
状
況
は
、
友

部
地
区
の
上
町
大
沢
線
が

用
地
取
得
74
％
、
改
良
工
事
18
％
、

南
友
部
平
町
線
が
用
地
取
得
53
％
、

改
良
工
事
17
％
、
笠
間
地
区
の
来
栖

本
戸
線
が
用
地
取
得
24
％
、
工
事
は

23
年
度
着
手
の
予
定
で
あ
る
。
岩
間

地
区
の
土
師
栄
町
線
は
現
在
、
事
業

着
手
を
し
て
い
な
い
。

答
　
産
業
経
済
部
長

　

②
平
成
22
年
度
当
初
予
算
で
、
笠

間
地
区
は
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
菊
ま
つ

り
、
工
芸
の
丘
な
ど
の
事
業
経
費
、

管
理
経
費
な
ど
で
約
９
３
０
０
万

円
（
46
％
）、
友
部
地
区
は
北
山
公
園

の
管
理
経
費
な
ど
で
約
２
８
０
０
万

円
（
14
％
）、
岩
間
地
区
は
ス
カ

イ
ロ
ッ
ジ
の
管
理
経
費
な
ど
で
約

１
６
０
０
万
円
（
８
％
）、
そ
の
他
は

共
通
経
費
と
な
っ
て
い
る
。

答
　
市
長
公
室
長

　

③
常
住
人
口
は
平
成
18
年
か
ら
平

成
21
年
で
、
約
１
２
０
０
人
の
減
少
。

直
近
の
自
然
動
態
（
出
生
・
死
亡
）

は
２
２
２
人
の
減
少
。
社
会
動
態
（
転

入
・
転
出
）
は
３
５
９
人
の
減
少
。

地
区
別
で
は
笠
間
地
区
が
９
１
０
人

減
、
友
部
地
区
68
人
増
、
岩
間
地
区

２
３
２
人
減
と
な
っ
て
い
る
。

問　

①
土
師
栄
町
線
だ
け
が
手
つ
か

ず
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
②

社
会
実
験
と
し
て
、
笠
間
稲
荷
を
中

心
と
し
た
地
域
の
道
路
整
備
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
。

③
合
併
支
援
と
い
う
県
の
立
場
を
、

県
か
ら
来
た
副
市
長
に
説
明
を
願
い

た
い
。

答
　
都
市
建
設
部
長

　

①
岩
間
地
区
に
つ
い
て
は
、
岩
間

駅
周
辺
整
備
を
最
優
先
に
事
業
展
開

し
て
い
る
た
め
、
現
在
土
師
栄
町
線

は
着
手
し
て
い
な
い
。
②
門
前
通
り

の
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
魅
力
あ
る
雰
囲
気
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

答
　
副
市
長

　

③
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
は

県
と
市
が
協
力
し
、
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
は
市
の
職
員
と
い
う
立
場

で
あ
る
が
、
県
と
市
の
協
調
が
円
滑

に
な
さ
れ
る
よ
う
微
力
な
が
ら
力
を

つ
く
し
て
い
き
た
い
。

均衡ある新市づくりについて
若者目線で魅力ある地域づくりを

問　

①
委
員
会
設
置
の
本
来
の
目
的

は
。
②
同
委
員
会
の
最
大
の
テ
ー
マ

は
。
③
同
委
員
会
と
教
育
現
場
の
温

度
差
は
。
④
答
申
に
基
づ
く
改
革
を

実
行
し
た
際
、
起
こ
り
う
る
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。
⑤
今
後
５
年
間
で
見
込
ま
れ

る
学
校
教
育
の
姿
は
。

答
　
教
育
次
長

　

①
市
の
児
童
生
徒
数
は

ピ
ー
ク
時
の
６
割
に
ま
で
減

少
、
10
年
後
に
は
さ
ら
に
２

割
減
少
が
予
測
さ
れ
、
こ
の

ま
ま
で
は
教
育
環
境
も
損
な

わ
れ
、
学
校
規
模
の
適
正
化

は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
か

ら
検
討
委
員
会
を
設
置
し

た
。
②
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
構

築
す
る
た
め
の
適
正
な
規
模

と
適
正
な
配
置
で
あ
る
。
③

今
年
２
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
結
果
、
教
職
員

の
考
え
方
と
ほ
ぼ
一
致
し

た
。
温
度
差
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

④
通
学
区
域
の
広
域
化
が
懸
案
と
な

り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
も
含
め

た
安
全
安
心
な
通
学
路
の
確
保
が
課

題
と
な
る
。
ま
た
現
行
の
40
人
学
級

を
小
学
校
で
30
人
、
中
学
校
で
35
人

と
し
た
場
合
、
教
員
数
が
足
り
な
く

笠
間
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
教
育
環
境
の
整
備
を

活発な議論が交わされた学区審議会（12 月 13 日）

西山猛議員

な
る
の
で
市
独
自
で
教
員
を
確
保
す

る
必
要
が
生
じ
る
。
⑤
子
ど
も
た
ち

が
た
く
ま
し
く
育
ち
、
社
会
性
や
協

調
性
を
養
い
、
向
上
心
、
生
き
る
た

め
の
力
を
つ
け
て
い
く
た
め
の
教
育

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問　

①
児
童
数
が
減
少
し
、
教
育
環

境
が
悪
化
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
わ

か
っ
て
い
た
は
ず
で
は
な
い
か
。
な

ぜ
合
併
直
後
の
５
年
前
か
ら
取
り
組

ま
な
か
っ
た
の
か
。
②
子
ど
も
た
ち

に
国
境
は
な
い
。
地
域
の
歴
史
だ
と

か
エ
ゴ
だ
と
か
と
言
っ
て
い
る
の
は

大
人
だ
け
で
あ
る
。
子
ど
も
の
視
点

に
立
っ
て
教
育
環
境
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
教
育
次
長

　

①
学
区
の
見
直
し
に
は
住
民
の
合

意
形
成
が
欠
か
せ
な
い
。
市
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
の
に
は
、

現
時
点
で
も
遅
く
な
い
と
考
え
て
い

る
。

答
　
教
育
長

　

こ
れ
か
ら
の
急
激
な
人
口
減
に
対

応
し
た
学
校
の
規
模
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
住
民
は

総
論
賛
成
だ
が
、
地
域
に
は
な
ん
と

か
学
校
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
各

論
反
対
の
声
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で

議
員
の
指
摘
は
力
強
い
応
援
と
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
進
め
て
い
き
た
い
。
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問　

市
独
自
の
健
康
体
操

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

市
民
の
誰
も
が
同
じ
方
法

で
簡
単
に
で
き
る
体
操
が

あ
れ
ば
本
当
に
楽
し
い

し
、
健
康
も
守
れ
、
医
療

費
の
節
約
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
。

答
　
保
健
衛
生
部
長

　

健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
運
動
や
体
操
を
行
な

う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
結
果
的
に

は
医
療
費
の
軽
減
に
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
市
で
は
各
年
齢
層

や
目
的
に
応
じ
て
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
水
泳
な
ど
の
教
室

を
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
各
種

運
動
教
室
等
を
周
知
す
る
こ
と
で
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

健
康
体
操
を
独
自
に
つ
く
る
こ
と
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。

問　

池
野
辺
地
区
の
市
道
（
笠
）

１
２
８
３
号
線
は
道
幅
が
狭
く
、
雨

に
よ
る
道
路
の
陥
没
箇
所
が
見
ら
れ
、

危
険
な
状
態
で
あ
る
。
地
元
住
民
は

一
日
も
早
い
工
事
着
工
を
願
っ
て
い

る
。
い
つ
ご
ろ
改
良
工
事
が
実
施
さ

れ
る
の
か
伺
う
。

答
　
都
市
建
設
部
長

　

こ
の
道
路
は
幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル

未
満
と
狭
い
た
め
、
自
動
車
の
通
行

は
困
難
で
、
日
常
の
生
活
道
路
と
し

て
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
ず
、
他
の

整
備
さ
れ
た
生
活
道
路
を
利
用
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
既
に
代
替
道
路

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
路
線
は
整
備

の
優
先
度
も
低
く
、
早
期
の
事
業
実

施
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
土
木
事

業
に
関
す
る
区
長
か
ら
の
要
望
は
今

年
度
当
初
42
件
あ
り
、
緊
急
性
、
必

要
性
、
効
率
性
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
て
優
先
度
を
決
め
、
順
次
事
業
着

手
し
て
お
り
、
市
道
１
２
８
３
号
線

に
つ
い
て
は
相
当
時
間
が
か
か
る
と

思
わ
れ
る
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。

問　

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
に

持
ち
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
の
量
が
予
定
よ

り
も
少
な
く
、
契
約
期
間
が
延
長
さ

れ
る
と
聞
い
た
。
当
初
の
契
約
期
間

は
15
年
と
聞
い
て
い
る
が
、
笠
間
市

の
契
約
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

延
長
と
な
る
と
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

答
　
市
民
生
活
部
長

　

県
環
境
保
全
事
業
団
と
市
の
一
般

廃
棄
物
処
理
委
託
契
約
は
単
年
度
契

約
で
あ
る
。
施
設
の
使
用
期
間
に
つ

い
て
は
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま

設
置
に
伴
う
地
域
振
興
並
び
に
環
境

保
全
等
に
関
す
る
協
定
の

中
で
、
埋
め
立
て
は
施
設

が
開
業
し
た
日
か
ら
10
年
、

中
間
処
理
に
つ
い
て
は
同

15
年
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
埋
め
立
て
容
量
に

な
お
余
裕
が
あ
る
と
見
込

ま
れ
る
と
き
は
、
県
環
境

保
全
事
業
団
、
笠
間
市
お

よ
び
地
元
の
方
々
が
協
議

の
上
、
対
応
策
を
講
じ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
平
成
17

年
８
月
に
操
業
が
開
始
さ

れ
て
か
ら
既
に
５
年
が
経

過
し
、
ゴ
ミ
の
搬
入
量
が

当
初
の
予
定
よ
り
も
少
な

い
こ
と
か
ら
現
在
、
地
元
と
事
業
団

に
お
い
て
処
理
期
間
の
延
長
を
含
め

た
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　

ゴ
ミ
が
少
な
け
れ
ば
半
永
久
的

に
続
く
の
か
。
市
で
は
い
つ
ま
で
に

は
終
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
考
え
は
な

い
の
か
。

答
　
市
民
生
活
部
長

　

事
業
団
、
地
元
対
策
協
議
会
が
処

理
期
間
の
延
長
も
含
め
て
現
在
話
し

合
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
地
元
の

意
向
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

問　

笠
間
市
は
児
童
館
の

整
備
を
重
点
事
業
と
し
て

い
る
が
、
児
童
館
の
規
模

と
機
能
に
つ
い
て
以
下
伺

う
。
①
児
童
館
の
建
設
計

画
の
進
捗
状
況
は
。
②
建

設
場
所
は
都
市
公
園
と
し

て
利
用
し
て
い
る
畜
産
試

験
場
跡
地
の
一
部
が
適
地

だ
と
思
う
が
。
③
児
童
館

に
障
害
児
支
援
の
機
能
確

保
を
考
え
て
い
る
か
。

答
　
福
祉
部
長

　

①
７
月
か
ら
保
護
者
代

表
な
ど
10
名
で
構
成
し
た

建
設
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
検
討
し
て
き
た
結
果
、
遊
戯
室
・

幼
児
室
を
兼
ね
た
集
会
室
、
図
書
室
、

創
作
活
動
室
な
ど
の
機
能
を
確
保
し
、

延
床
面
積
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
程

度
の
児
童
館
を
計
画
、
今
定
例
会
に

設
計
費
を
補
正
計
上
し
て
い
る
。
②

畜
産
試
験
場
跡
地
は
排
水
路
整
備
を

含
め
県
と
の
調
整
に
課
題
が
あ
り
、

市民の健康体操について
独自の体操を作り、市民の健康増進を

エコフロンティアかさまの溶融処理施設

杉山一秀議員

市
道
（
笠
）
１
２
８
３
号

線
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

早
期
着
工
を

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
に
つ
い
て

操
業
期
間
は
何
年
ま
で
延
長
さ
れ
る
の
か

児童館の建設について
必要な機能と規模は確保されているか

横倉きん議員
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適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
③

障
害
児
へ
の
対
応
は
障
害
者
自
立
支

援
法
で
定
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
行

う
。
児
童
館
の
な
か
に
障
害
児
支
援

の
機
能
を
含
め
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

①
排
水
路
整
備
な
ど
に
課
題
が

あ
る
と
言
う
が
、
実
際
に
県
と
交
渉

し
た
の
か
。
②
障
害
児
も
気
楽
に
利

用
で
き
、
一
緒
に
集
え
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
。

答
　
福
祉
部
長

　

①
県
と
は
児
童
館
を
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
全
体
的
な
利
用
と
い
う

こ
と
で
相
談
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
決
ま
ら
な
い
。
児
童
館
に
は
向
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。
②
児
童
館
建

設
に
当
た
っ
て
は
ス
ロ
ー
プ
を
作
っ

た
り
、
段
差
を
解
消
す
る
な
ど
障
害

児
の
利
用
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
い

き
た
い
。

問　

共
働
き
家
庭
の
児
童

を
放
課
後
に
預
か
る
学
童

保
育
の
対
象
学
年
を
６
年

生
ま
で
広
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
　
福
祉
部
長

　

市
で
は
学
童
保
育
の
対

象
は
小
学
校
３
年
生
ま
で

と
し
て
い
る
。
定
員
に
満

た
な
い
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
、
高
学
年
の
児
童

も
要
望
に
応
じ
て
預
か
っ

て
い
る
。
な
お
、
小
学
校

３
年
生
ま
で
で
定
員
が
い
っ
ぱ
い
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
高
学
年

の
児
童
を
預
か
れ
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
父
母
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
高
学
年
の
児
童
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
や
塾
が
あ
る
た
め
そ
れ
ほ
ど
高
い

要
望
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
概
ね
10
歳
ま
で
の
児

童
を
預
か
る
と
い
う
の
が
本
来
の
趣

旨
で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
把
握
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　

①
笠
間
運
動
公
園
内
に
あ
る

サ
ッ
カ
ー
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
天
然

芝
）
は
現
在
、
利
用
で
き
な
い
。
そ

の
理
由
は
。
②
岩
間
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｃ
面
で
、
６
チ
ー
ム

の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
集
ま
っ

て
試
合
を
し
て
い
る
。
Ｃ
面
を
天
然

芝
サ
ッ
カ
ー
場
に
で
き
な
い
か
。

答
　
教
育
次
長

　

①
笠
間
運
動
公
園
内
の
サ
ッ
カ
ー

専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
芝
生
の
損
傷
が

激
し
く
、
今
年
４
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
修
繕
を
行
い
、
養
生
し
て
い
る
。

②
天
然
芝
で
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
行
う

場
合
、
芝
生
の
損
傷
が
多
い
こ
と
か

ら
、
ど
う
し
て
も
一
日
の
試
合
数
を

制
限
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

岩
間
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

Ｃ
面
を
天
然
芝
に
す
る
こ
と
は
試
合

数
や
練
習
の
制
限
を
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

問　

①
芝
生
の
損
傷
が
激
し
い
と
い

う
が
、
笠
間
運
動
公
園
の
サ
ッ
カ
ー

場
は
、
調
整
池
に
芝
を
張
っ
て
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。
芝
生
の
管
理
上
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
②
ボ
ー

ト
ピ
ア
の
環
境
整
備
協
力
金
を
使
え

問　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
急
速

に
進
行
す
る
高
齢
化
の
中
、
制
度
の

見
直
し
や
施
設
の
整
備
、
介
護
労
働

者
の
労
働
条
件
の
改
善
が
緊
急
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
介
護
保
険
に
つ
い

て
以
下
伺
う
。
①
笠
間
市
の
介
護
保

険
の
現
状
は
。
②
現
在
の
介
護
認
定

審
査
で
、
被
認
定
者
は
納
得
し
、
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

状
況
に
あ
る
か
。
③
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数
と
、
介
護
支

援
件
数
は
。
④
介
護
従
事
者
の
待
遇

改
善
の
状
況
は
。

答
　
福
祉
部
長

　

①
要
介
護
、
要
支
援
認
定
者
は
、

７
月
末
現
在
、
２
５
７
７
人
で
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
実
人
数
は
２
１
５
３
人
。

②
要
介
護
認
定
は
全
国
統
一
の
基
準

で
実
施
し
て
お
り
、
介
護
度
に
応
じ

て
本
人
が
希
望
す
る
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
頂
い
て
い
る
。
③
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数
は
平
成
21

年
度
１
１
８
２
件
、
介
護
支
援
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
は
９
月
現
在
、
要
支
援

認
定
者
５
７
２
人
の
73
％
を
超
え
て

い
る
。
④
事
業
者
の
経
営
努
力
に
も

よ
る
が
、
21
年
度
に
調
査
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
市
内
24
事
業
者
の
う
ち

16
事
業
者
は
一
時
金
も

し
く
は
月
額
の
報
酬

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

問　

市
長
は
、
介
護
費

用
の
国
庫
負
担
分
を
４

分
の
１
か
ら
２
分
の
１

に
戻
す
こ
と
、
介
護
従

事
者
の
報
酬
の
引
き
上

げ
な
ど
の
待
遇
改
善
を

国
に
要
請
す
べ
き
で

は
。

答
　
市
長

　

介
護
保
険
に
つ
い
て

は
今
、
国
の
方
で
さ
ま

ざ
ま
な
見
直
し
の
議
論

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
聞
い
て
い

る
。
財
源
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
制

度
上
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
含
め
て
、

県
や
市
長
会
な
ど
を
通
じ
国
に
要
請

し
な
が
ら
よ
り
良
い
制
度
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

国
庫
負
担
の
見
直
し
と
介
護
従
事
者
の
待
遇
改
善
を

介護サービスの状況（社会福祉会館）

学童保育について
全児童を対象に

町田征久議員

サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て

岩
間
海
洋
セ
ン
タ
ー
に

天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
を
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ば
岩
間
海
洋
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

Ｃ
面
に
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
が
で

き
る
。
天
然
芝
の
維
持
管
理
が
難
し

い
と
い
う
が
、
ゴ
ル
フ
場
を
見
習
え

ば
い
い
の
で
は
な
い

か
。

答
　
教
育
次
長

　

①
調
整
池
と
い
う

機
能
も
あ
る
が
、
天

然
芝
の
管
理
上
は
特

に
問
題
は
な
い
。
利

用
は
試
合
の
み
に
限

り
、
練
習
は
制
限
し

た
が
、
そ
れ
で
も
芝

の
状
態
が
悪
化
し
全

面
的
な
修
繕
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

答
　
市
長

　

②
芝
生
化
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
利
用

が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
や
は
り
現
在
の
活
用
が
良
い

と
思
っ
て
い
る
。

問　

①
今
年
の
６
月
30
日

に
「
育
児
介
護
休
業
法
」

が
改
正
さ
れ
た
が
、
市
と

し
て
は
ど
う
と
ら
え
変
更

に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
市
民
に
広
報
し

て
い
る
か
。
②
男
性
の
育

児
参
加
が
可
能
な
企
業
で

は
「
日
常
的
に
育
児
に
参

加
し
て
い
る
男
性
は
、
今

ま
で
の
仕
事
の
や
り
方
を

見
直
し
、
計
画
的
・
効
率

的
な
働
き
方
に
な
り
、
結

果
的
に
よ
い
影
響
を
職
場

に
与
え
て
い
る
」
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

民
間
企
業
の
誘
導
に
関
し

て
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
の
か
。
③
笠
間
市
の

「
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」

に
書
か
れ
て
い
る
、
平
成

22
年
度
ま
で
の
育
児
休
業

取
得
率
の
目
標
（
男
性
10
％
、
女
性

１
０
０
％
）
の
達
成
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
市
長
公
室
長

　

①
子
育
て
や
介
護
し
な
が
ら
働
き

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ

し
て
、
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
を
一

層
支
援
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
法

律
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民

や
事
業
者
を
対
象
に
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
改
正
点
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
き
た
。

②
「
改
正
育
児
介
護
休
業
法
」
の
周

知
は
茨
城
労
働
局
で
行
う
も
の
と
考

え
て
い
る
が
、
市
で
は
男
女
共
同
参

画
推
進
事
業
者
の
認
定
制
度
を
つ
く

り
、
男
性
も
女
性
も
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

者
を
認
定
し
て
い
る
。
③
男
性
職
員

の
育
児
休
業
取
得
率
は
０
％
。
女
性

職
員
は
対
象
者
27
名
中
26
名
が
取
得

し
、
取
得
率
が
９
６
．
３
％
と
な
っ

て
い
る
。

問　

①
竜
ヶ
崎
市
長
や
東
京
の
文
京

区
長
が
自
ら
育
時
休
業
を
取
る
な
ど
、

具
体
的
に
職

員
や
市
民
の

男
性
育
児
休

業
取
得
促
進

に
つ
な
い
で

い
こ
う
と
す

る
取
り
組
み

が
あ
る
が
、

市
役
所
の
な

か
で
、
ど
う

取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
②
第
２
子
以
降
で
育

児
休
業
を
取
っ
た
場
合
、
第
１
子
も

保
育
園
に
預
け
て
い
た
ら
預
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が

あ
る
。
近
隣
の
ひ
た
ち
な
か
市
や
水

戸
市
で
は
、
育
児
休
業
を
と
っ
て
も

第
１
子
も
そ
の
ま
ま
保
育
園
に
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
も
男
性
育
児
休
暇
取
得
の
阻
害
要

因
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
改
善

で
き
な
い
か
。

答
　
市
長
公
室
長

　

①
地
域
社
会
に
「
育
児
介
護
休
業

法
」
を
定
着
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
地
方
公
務
員
・
地
方
自
治
体

が
率
先
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、「
特

定
事
業
主
行
動
計
画
」
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
「
改

正
育
児
介
護
休
業
法
」
の
趣
旨
を
十

分
生
か
し
て
、
現
計
画
の
改
善
策
を

サッカーの練習で使用している海洋センターグラウンド

厚生労働省で出しているハンドブック

問　

新
聞
報
道
で
、
常
陸
大
宮
市
の

「
す
ぐ
対
応
課
」
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
が
、
笠
間
市
で
も
実
施
す
る

方
向
で
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
　
市
長
公
室
長

　

笠
間
市
で
は
、
市
民
が
直
接
、
担

当
課
に
要
望
し
て
い
る
も
の
以
外
に

つ
い
て
は
秘
書
課
で
一
括
し
て
受
け

付
け
、
関
係
部
課
と
の
連
絡
調
整
を

行
い
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
政
懇
談
会
、
区
長
と
の
懇
談
会
、

市
民
の
ご
意
見
箱
、
手
紙
、
電
子
メ
ー

ル
な
ど
多
く
の
皆
様
方
か
ら
の
陳
情
、

苦
情
、
要
望
等
を
聞
く
機
会
を
設
け

て
お
り
、
常
陸
大
宮
市
の
「
す
ぐ
対

応
す
る
課
」
等
の
新
た
な
組
織
を
設

置
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
す
ぐ
対
応
課
の
設
置
に
つ
い
て

窓
口
を
一
本
化
し
、
迅
速
な
対
応
を

改正育児介護休業法と男性の育児休業取得促進について
法律内容の周知徹底だけでなく、育児休業しやすい環境に改善を

石松俊雄議員
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検
討
し
必
要
に
応
じ
た
変
更
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
各
種
制
度
を
ま
と
め
た

冊
子
を
作
成
す
る
な
ど
全
職
員
へ
の

周
知
徹
底
を
図
っ
て
、
子
育
て
に
関

す
る
意
識
改
革
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
育
児
休
業
を
取
る
職
員
の
所
属

課
に
対
し
て
、
代
替
え
職
員
の
配
置

を
し
て
安
心
し
て
取
得
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

答
　
福
祉
部
長

　

②
保
育
所
入
所
に
は
、
保
護
者
が

仕
事
・
病
気
・
障
害
な
ど
の
理
由
に

よ
っ
て
家
庭
保
育
に
欠
け
る
児
童
で

あ
る
必
要
が
あ
る
。
育
児
休
業
中
の

保
護
者
は
仕
事
に
従
事
し
て
い
な
い

た
め
に
、
入
所
中
の
児
童
も
家
庭
保

育
に
欠
け
る
児
童
で
は
な
く
な
る
の

で
、
公
平
な
入
所
の
観
点
か
ら
在
宅

保
育
を
し
て
頂
く
の
が
適
当
で
あ
る

と
考
え
る
。
た
だ
し
、
市
と
し
て
は

育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
入
所
中
の
児
童
が
次
年
度
に

小
学
校
に
入
学
す
る
と
き
や
児
童
の

発
達
上
環
境
の
変
化
が
好
ま
し
く
な

い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
育
児
休
業
が
終
わ
っ

た
時
点
で
優
先
し
て
退
所
前
の
保
育

所
に
入
所
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整

え
て
、
保
護
者
が
安
心
し
て
職
場
復

帰
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

問　

保
育
に
欠
け
る
場
合
が
保
育
園

に
入
所
す
る
対
象
者
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
「
児
童
福
祉
法
」
で
決
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
、「
児
童
福
祉
法
」
を

適
用
す
る
と
い
う
の
は
、
水
戸
も
ひ

た
ち
な
か
も
笠
間
も
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
笠
間
で
は
で
き
な
い
け
れ

ど
も
ひ
た
ち
な
か
や
水
戸
で
は
で
き

て
い
る
と
い
う
の
は
、
何
な
の
か
。

あ
る
方
が
育
児
休
業
を
取
ろ
う
と

思
っ
て
市
役
所
に
相
談
に
い
っ
た
ら
、

「
上
の
息
子
さ
ん
は
退
所
し
て
く
だ

さ
い
。
児
童
福
祉
法
で
決
ま
っ
て
い

る
か
ら
駄
目
で
す
」
と
紋
切
り
型
の

対
応
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
水
戸
や

ひ
た
ち
な
か
で
は
特
別
な
事
情
と
い

う
と
こ
ろ
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
思
う
が
、
そ
う
い
う
考
慮
の
範
疇

の
問
題
と
し
て
、
他
の
自
治
体
で
は

運
用
で
き
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
当

市
で
も
も
っ
と
幅
を
も
っ
た
対
応
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
福
祉
部
長

　

22
年
度
は
育
児
休
業
を
と
っ
て
退

所
し
て
頂
い
た
方
が
２
名
い
た
。
し

か
し
、
先
ほ
ど
の
答
弁
の
通
り
、
児

童
の
状
況
等
も
勘
案
し
て
、
育
児
休

業
と
っ
た
方
に
全
員
退
所
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
そ
の
家
庭
の
状
況
を
十
分
踏

ま
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

①
新
た
な
就
農
希
望

者
を
募
集
す
る
た
め
耕
作

放
棄
地
を
斡
旋
す
る
制
度

を
創
設
し
て
は
。
②
地
産

地
消
を
促
進
す
る
た
め
、

市
内
に
も
っ
と
地
元
産

コ
ー
ナ
ー
を
展
開
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
学

校
給
食
に
も
も
っ
と
活
用

す
べ
き
で
は
。
③
山
林
育

成
の
長
期
計
画
は
。
④
イ

ノ
シ
シ
被
害
対
策
を
広
域

連
携
で
行
う
べ
き
で
は
。

⑤
道
案
内
標
識
に
小
字
名

を
表
示
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
友
部
、
笠
間
西
Ｉ

Ｃ
近
く
に
わ
か
り
や
す
い

案
内
板
を
設
置
す
べ
き
で

は
。

答
　
産
業
経
済
部
長

　

①
貸
し
手
と
借
り
手
の
条
件
が
合

致
せ
ず
賃
借
に
至
ら
な
い
例
が
多
い

の
が
実
情
。
市
と
し
て
は
耕
作
放
棄

地
の
現
地
調
査
を
行
い
、
農
地
の
貸

借
が
進
む
よ
う
に
斡
旋
支
援
対
策
を

検
討
し
て
い
る
。
②
既
に
市
内
の
直

売
所
や
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
、
好

評
を
得
て
い
る
。
学
校
給
食
へ
の
活

用
も
既
に
友
部
地
区
で
実
施
し
、
岩

間
地
区
も
10
月
よ
り
新
た
に
地
元
農

産
物
の
納
入
を
開
始
し
た
。
今
後
は
、

提
供
品
目
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
③
平
成
22
年
度
か
ら
の
10
カ
年

計
画
で
策
定
。
森
林
所
有
者
、
関
係

機
関
と
連
携
し
推
進
し
て
い
く
。
④

２
県
、
13
市
町
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と

す
る
茨
城
・
栃
木
鳥
獣
害
防
止
広
域

対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
広
域
的
な

連
携
に
よ
り
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
⑤
交
差
点
の
信
号
機
に
旧
町
名

を
表
示
す
る
な
ど
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
案
内

看
板
は
友
部
Ｉ
Ｃ
に
は
既

に
あ
る
。
笠
間
西
Ｉ
Ｃ
に

つ
い
て
は
県
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
な
ど
と
連
携
し

て
検
討
し
た
い
。

問　

耕
作
放
棄
地
や
定
住

化
促
進
な
ど
現
状
の
課
題

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答
　
市
長

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

は
あ
る
が
、
必
要
な
も
の

に
は
予
算
を
上
積
し
た
り
、

方
法
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
で

も
、
農
業
施
策
を
重
点
施
策
に
掲
げ

る
上
で
、
耕
作
放
棄
地
の
問
題
は
大

き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
来

年
に
は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
耕
作
放
棄

地
対
策
を
行
う
た
め
、
今
議
論
し
て

い
る
。
ま
た
、
定
住
・
就
農
支
援
対

策
で
は
、
人
口
減
少
傾
向
を
食
い
止

め
る
た
め
に
も
魅
力
あ
る
農
村
を
目

指
し
て
新
た
な
仲
間
を
呼
び
込
む
呼

び
か
け
も
必
要
と
考
え
て
お
り
、
農

地
、
農
家
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
Ｊ

Ａ
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
笠
間
に
定

住
し
た
い
と
い
う
方
に
情
報
提
供
を

し
て
い
き
た
い
。

豊かな自然を生かした笠間の発展と耕作放棄地、山林の再生を
課題の解決に向けた今後の取り組みは

鈴木貞夫議員

I.C 出口付近に設置された案内板（友部 I.C 付近）
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問　

市
内
の
業
者
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
改
築
を
頼
め
ば
、
工
事
費
用
の
10
％

か
ら
20
％
を
助
成
す
る
制
度
が
全
国
的

に
取
り
組
ま
れ
、
県
内
で
も
８
市
町
で

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
住
宅
の
外
に

も
商
店
等
に
も
適
用
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
、
秋
田
県
で
は
今
年
３
月
か
ら

県
内
全
域
で
の
実
施
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
不
況
の
激
し
い
建

設
業
者
の
仕
事
が
増
え
、
地
域
経
済
が

活
性
化
す
れ
ば
、
雇
用
問
題
を
少
し
で

も
解
決
す
る
方
向
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き
と

考
え
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
都
市
建
設
部
長

　

笠
間
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
の

助
成
制
度
は
、
下
水
道
関
連
の
水
洗
便

所
等
改
造
資
金
あ
っ
せ
ん
制
度
、
下

水
道
接
続
支
援
に
対
す
る
補
助
金
交
付

制
度
、
合
併
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
助

成
が
あ
る
。
そ
の
他
、
高
齢
者
や
障
害

者
と
の
同
居
を
対
象
と
し
た
住
宅
の
増

改
築
に
対
す
る
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制

度
、
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
及
び
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

設
置
に
対
す
る
助
成
な
ど
各
種
施
策
に

応
じ
た
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
。
ま

た
、
国
に
お
い
て
も
エ
コ
住
宅
へ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
等
に
関
し
て
の
助
成
制
度
が

創
設
さ
れ
る
な
ど
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

関
し
て
消
費
者
支
援
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
笠
間
市
と
し
て
は
、
各
種

施
策
ご
と
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し

て
の
助
成
制
度
を
設
け
、
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
、
一
般
的
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
現

在
の
と
こ
ろ
な
い
。

問　

個
々
の
助
成
制
度
を
利
用
す
れ
ば

と
の
こ
と
だ
が
、
手
続
き
上
の
問
題
も

多
く
、
一
括
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い

こ
と
に
な
れ
ば
こ
の
制
度
が
必
要
で
あ

る
。
地
元
建
設
業
者
に
と
っ
て
は
今
が

一
番
厳
し
い
と
き
で
あ
る
。
実
際
に
リ

フ
ォ
ー
ム
を
受
注
し
て
い
る
業
者
を
見

る
と
全
国
的
な
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
が

多
く
市
内
の
業
者
は
少
な
い
。
市
内
の

業
者
に
特
定
し
た
助
成
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

答
　
市
長

　

笠
間
市
と
し
て
は
、
各
種
施
策
ご
と

に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
て
の
助
成

制
度
を
設
け
、取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

新
し
い
制
度
を
現
時
点
で
創
設
す
る
考

え
は
な
い
。

問　

母
子
寡
婦
福
祉
会
に

対
す
る
自
立
援
護
一
時
資

金
貸
付
に
関
す
る
条
例
が

廃
止
さ
れ
る
が
、
今
後
の

市
の
対
応
策
は
。

答
　
福
祉
部
長

　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
に
同
様
の
貸
付
制
度
が

あ
り
、
市
で
は
今
後
も
当

該
世
帯
か
ら
貸
付
申
請
が

あ
れ
ば
、
内
容
に
つ
い
て

事
前
審
査
を
行
い
、
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
申

請
の
提
出
を
行
う
。
福
祉

世
帯
か
ら
の
貸
し
付
け
や

困
り
ご
と
な
ど
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
母
子
自
立
支

援
員
に
よ
る
対
応
を
今
後

も
続
け
て
い
く
の
で
、
対

応
は
従
来
と
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

一
時
金
を
借
り
る
場
合
、
こ
れ
か

ら
は
県
に
申
請
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
こ
の
窓
口
に
行
く
の
か
。
急
に

お
金
が
必
要
に
な
り
、
時
間
的
に
ゆ
と

り
が
な
い
と
き
に
も
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
の
か
。

答
　
福
祉
部
長

　

貸
し
付
け
の
窓
口
は
、
県
の
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
と
市
の
子
ど
も
福
祉
課

で
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。し
か
し
、

申
請
し
て
貸
付
が
決
ま
る
ま
で
に
あ
る

程
度
の
日
数
が
必
要
と
な
る
の
で
、
急

な
場
合
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
貸
し
付

け
て
い
る
小
口
貸
付
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

不
況
対
策
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を

制
度
導
入
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を

石田安夫議員

母子寡婦福祉会に対する一時金貸付制度について
代替制度はあるのか

問　

涸
沼
川
や
そ
の
支
流
に
鮭
が
遡

上
し
て
く
る
が
、
途
中
で
捕
獲
さ
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
市
と
し

て
何
ら
か
の
対
策
は
取
れ
な
い
か
。

答
　
市
民
生
活
部
長

　

鮭
を
河
川
で
捕
獲
す
る
こ
と
は
水

産
資
源
保
護
法
や
県

内
水
面
漁
業
調
整
規

則
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
違
反
の
取

り
締
ま
り
、
指
導
は

警
察
や
県
漁
政
課
の

分
室
で
行
っ
て
い

る
。
な
お
涸
沼
水
域

の
漁
業
権
は
、
大
涸

沼
漁
協
が
有
し
て
い

る
が
、
鮭
は
漁
の
対

象
と
な
っ
て
お
ら

ず
、
笠
間
市
に
も
権

限
が
な
い
た
め
、
指

導
や
取
締
は
行
な
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

鮭
の
遡
上
、
産
卵
は
、

河
川
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
証
拠

で
あ
る
。
市
と
し
て
は
捕
獲
に
対
し

て
直
接
の
取
り
締
ま
り
は
で
き
な
い

が
、
警
察
と
連
携
し
て
対
応
す
る
と

と
も
に
市
の
広
報
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。

涸
沼
川
に
遡
上
す
る
鮭
の
保
護
に
つ
い
て

市
と
し
て
も
対
策
を

サケが溯上する涸沼川（吉原橋付近）
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市
政
な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と
き
は
、
だ
れ
で
も
市
議
会
に
対
し
請
願
・
陳
情
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
願
・
陳
情
は
、
文
書
で
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方
法
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
、
提
出
方
法

①�

請
願
・
陳
情
書
に
は
、
特
に
決
め
ら
れ
た
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

下
記
の
書
式
例
を
参
考
に
、
日
本
語
を
用
い
て　

件
名
、
請
願
・
陳

情
の
要
旨
、
提
出
年
月
日
、
請
願
・
陳
情
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人

の
場
合
に
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
請
願
・
陳
情
者
が
押
印
し
て
、
笠
間
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
さ
れ
る
方
が
複
数
の
場
合
は
、
ほ
か

○
人
と
記
入
し
て
、
署
名
簿
を
添
付
す
る
か
連
署
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
（
１
人
以
上
）
の
署
名
又
は
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。
陳
情
書
に
は
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
請
願
・
陳
情
の
取
扱
い

①�

笠
間
市
議
会
で
は
、陳
情
も
請
願
と
同
様
に
取
り
扱
い
ま
す
。
た
だ
し
、

持
参
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
審
査
い
た
し
ま
す
が
、
郵
送
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
議
員
に
配
布
の
み
と
し
、
議
員
活
動
の
参
考
に

し
ま
す
。

②�

持
参
い
た
だ
い
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
に
提
出
、
所

管
の
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
の
後
、
そ
の
審
査
結
果
に
基
づ
き
、

本
会
議
で
採
択
、
不
採
択
の
結
論
を
出
し
ま
す
。

③�

結
論
が
出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
請
願
・
陳
情
者
及

び
市
長
、
関
係
機
関
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

請願・陳情

■
11
月

　
　
　

１
日
～
15
日

　
　
　
　
　
　

第
４
回
定
例
会

　
　
　

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

８
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　

土
木
建
設
委
員
会

　
　
　

９
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　

産
業
経
済
委
員
会

　
　
　

15
日　

全
員
協
議
会

■
12
月

　
　
　

12
日　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　

24
日　

全
員
協
議
会

■
１
月

　
　
　

５
日　

第
１
回
臨
時
会

　
　
　

12
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

19
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

24
日　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

25
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　

産
業
経
済
委
員
会

　
　
　
　
　
　

土
木
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

議
会
日
誌

請
願
・
陳
情

年　月　日
笠間市議会議長　
　　　　　　　　　様

　　　　　　請願（陳情）者
住所　　　　　　　
氏名　　　　　　　

　　　　　　電話番号　　　　　
紹介議員　　　　　

 ○○○に関する請願（陳情）書

　　　　請願（陳情）の要旨
　　　　請願（陳情）事項

署　名　簿

請願・陳情の書式例

特に決められた書式はありませんが、上記を参考に作成してください。陳情書には紹介議員は必要ありません。

住所 氏名 印
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平成23年第1回定例会

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

議
会
で
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結
し
た
重

要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
政

を
身
近
に
知
る
た
め
に
も
議
会
を
傍
聴
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
議
会
傍
聴
の
手
続
き

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
本
会
議
開
催
当

日
に
、
市
役
所
３
階
の
受
付
で
住
所
・
氏

名
な
ど
を
記
入
し
、
傍
聴
券
の
交
付
を
受

け
て
傍
聴
席
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。
定
員

は
、
記
者
席
を
含
め
て
36
席
で
す
。

●
傍
聴
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

　

議
会
に
は
傍
聴
に
関
し
て
の
規
則
が
あ

り
ま
す
。
規
則
を
守
っ
て
傍
聴
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平成23年第1回笠間市議会定例会会期日程（案）

月　日 曜日 時　間 会　　議 議　　事

① ３月１日 火 午前 10時 本会議

開会

会期の決定

請願・陳情　(付託）
議案上程・提案理由の説明

質疑・討論・採決　(議案の一部）

② ２日 水 休　会 議案調査

③ ３日 木 午前 10時 本会議
議案質疑・委員会付託
予算特別委員会設置・付託

④ ４日 金 休　会 議事整理

⑤ ５日 土 休　会

⑥ ６日 日 休　会

⑦ ７日 月 午前 10時 常任委員会 総務・土木建設

⑧ ８日 火 午前 10時 常任委員会 文教厚生・産業経済

⑨ ９日 水 休　会 議事整理

⑩ １０日 木 午前 10時 予算特別委員会 平成 23年度予算審議　

⑪ １１日 金 午前 10時 予算特別委員会 平成 23年度予算審議　

⑫ １２日 土 休　会

⑬ １３日 日 休　会

⑭ １４日 月 午前 10時 予算特別委員会 平成 23年度予算審議　

⑮ １５日 火 午前 10時 本会議 一般質問	

⑯ １６日 水 午前 10時 本会議 一般質問	

⑰ １７日 木 午前 10時 本会議 一般質問	

⑱ １８日 金 午後 2時 本会議
各委員会委員長報告

質疑・討論・採決　(議案の一部）
閉会

平成23年第 1回笠間市議会定例会

第 1回定例会 115人

第 2回定例会 63人

第 3回定例会 150人

第 4回定例会 33人

合 計 361人

平成 22年議会傍聴者数
議
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か

  平成 23 年第 1回笠間市議会定例会が、下記の会期日程表のとおり 3月 1日から 18 日までの 18 日間の
会期で開催されます。

※日程は変更になる場合もあります。



情報あれこれ

笠間焼の陶雛が見られますよ！

第７回クールシュヴェール国際音楽アカデミー in かさまを開催いたします

「第11回かさまの陶雛～桃宴」開催中！

　笠間市では春の訪れとともに、「クールシュヴェール国際音楽アカデミー in かさま」を３月
２１日（月）～３月３０日（水）に開催いたします。アカデミーでは、ピアノとヴァイオリンの２つ
のマスタークラスを開設いたします。受講生達は、世界でもトップクラスの講師陣からレッスンを
受け、国際コンクールで優勝するなど輝かしい成果を収めております。期間中には、この迫力ある

レッスンを公開したり、アカデミー講師による
コンサート、市内外の音楽愛好家による「街角
ふれあいコンサート」など、市民の皆様が音楽
とふれあうことの出来るイベントを盛りだくさ
ん予定しています。穏やかな気持ちで音楽に包
まれてみてはいかがですか。

【 問 合 せ 先 】
生涯学習課　Tel  0296-77-1101  内線 231

【 問 合 せ 先 】
（社）笠間観光協会　Tel  0296-72-9222
桃宴ブログ　http://hinatouen.exblog.jp/

　笠間ならではのひなまつり「かさまの陶雛～桃
宴」が陶の小径やギャラリーロードなどの各店舗
を中心に、３月３日（木）まで開催されています。
　期間中は、笠間焼の陶雛や手づくり吊るし飾
りなど、街を歩くとさまざまなお雛さまに出会え
ます。世界に一つしかない自分だけのお雛さまづ
くりが楽しめる「陶雛ワークショップ」が開催さ
れるほか、恋人の聖地にふさわしい縁結びグッズ

「えんむすび～な」も販売されています。
　また、今年は桃宴限定の「ひなめぐり札（商品
券）」が発行され、利用するとお得なお買い物も
できます。ぜひ、笠間の街を散策しながら、お気
に入りのお雛様を探してみてください。

発行：笠間市議会　発行責任者：笠間市議会議長　編集：議会だより編集委員会
〒 309-1792  茨城県笠間市中央三丁目２番１号  ℡：0296-77-1101  E-mail:gikai@city.kasama.lg.jp  URL:http://www.city.kasama.lg.jp/gikai/

編

集

後

記

　

新
年
始
め
て
の
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
回
は
前
議
員
に
よ

る
昨
年
11
月
の
平
成
22
年
第
4
回
定

例
会
と
今
年
１
月
５
日
の
新
議
員
に

よ
る
平
成
23
年
第
1
回
臨
時
会
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

笠
間
市
は
合
併
し
て
５
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
今
後
５
年
間
地
方
交

付
税
が
減
額
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
３

地
域
が
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
な
る

に
は
ま
だ
年
月
が
必
要
で
す
。

　

市
議
会
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

を
い
か
に
行
政
に
反
映
さ
せ
る
か
、

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
役
と
し
て
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
議
会
で

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
活
発

な
論
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
市
議
会
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
の
が
役
割
で
す
。

期
待
に
応
え
ら
れ
る
議
会
だ
よ
り
と

す
る
た
め
に
委
員
全
員
で
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
鈴
木
貞
夫
）

　　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　
　
　

鈴
木　

貞
夫

　
　

副
委
員
長　
　

橋
本　

良
一

　
　

委
員　
　
　
　

畑
岡　

洋
二

　
　

委
員　
　
　
　

鹿
志
村
清
一

委
員　
　
　
　

野
口　
　

圓

　
　

委
員　
　
　
　

大
関　

久
義

第６回　講師コンサートの様子


